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1.　研究部会設立の背景

軽金属学会においてこれまでに「新しい押出加工の創成研
究部会」（平成18～21年度）で可変断面押出や製品に湾曲や
ねじりが加えられる押出が研究され 1），「高機能押出加工技
術研究部会」（平成22～26年度）で難加工性軽量化合金の押
出加工技術やそれを支援するシミュレーション技術の調査 2）

が行われた。この流れを引き継いで平成27年度から「押出
組織予測技術研究部会」が設置されて，表面性状に対する高
い要求を克服していく技術がどのような状況にあるのかを把
握し，押出製品の組織予測に必要な技術の獲得を目指した研
究を行っている。

2.　部 会 構 成

平成29年10月現在の委員構成は，学側から4校，産側か
ら9社が参加し，オブザーバー（顧問的役割）として学側で
1名，産側から3名が加わっている。設立に際して3か月前
からワーキングで研究部会の目標や活動内容を議論したうえ
で，平成27年4月から活動を開始した。

3.　活 動 内 容

アルミニウム合金押出材の組織は，押出加工後の熱処理で
整えられるが，加工中のひずみやひずみ速度や温度を制御す
ることにより高い要求仕様に応えることができる。その組織
予測に関わる技術として，シミュレーションに大きな期待が
寄せられているが，押出工程設計者を満足させる結果を得る
ことは困難であるのが現状である。また，組織が変化してい
く過程を体系的に観察する技術も日々進歩し，押出製品の分
析に積極的に取り入れていかなければならないものである
と認識されている。このような状況下で，本研究部会では
6000系合金と7000系合金を対象として押出材表面の組織に
押出条件が与える影響の調査を始めた。一方，アルミニウム
合金以外の金属材料の組織予測に関する研究動向を調査し，
研究部会の活動方針の参考とした。

7000系合金を押出成形する際に工具面にコーティングが
施されることが通常であり，シミュレーションを行う際に工

具面の摩擦条件を与えなければならないが，工具面への新た
なコーティング技術の開発により情報不足が問題となってい
る。アルミニウム合金熱間押出成形中の被加工材は高温高圧
状態であり，特にダイス面では被加工材が流動する距離が長
いので，一定の摩擦状態であるとは考えられない。ベルリ
ン工科大学の研究報告 3）を参考にコーティングされたコン
テナ面でのせん断摩擦係数を調査する実験を行って，シミュ
レーション結果との比較検討を行っている。
基礎的な実験を行うとともに，押出材の組織観察を大学側
で行い表面近傍での組織粗大化および集合組織の変化を電界
放射形透過型電子顕微鏡（HRTEM），エネルギー分散型X線
分光法（EDX），電子後方散乱回折法（EBSD）などで分析
するとともに，マイクロビッカース硬度計，薄膜引張試験で
機械的特性の分布を得て，押出材表面欠陥と押出加工条件と
の因果関係の調査を行っている。分析は表面欠陥が発生しや
すい7000系合金を手始めに6000系合金も対象とすることと
なり，最近の組織観察技術で知り得る情報がどこまでである
かを再認識することとなっている。

4.　お わ り に

研究部会の立ち上げに際して，軽金属学会からの助成金だ
けでなく必要とする費用の一部を参加企業の分担金で賄い，
実験試料の提供もお願いして研究が進められている。ご協力
頂いている各位に御礼申し上げるとともに，今後の研究推進
をどのように図って行くかの戦略を立てなければならない状
況に置かれている。研究部会から研究を進めた大学に委託研
究契約を結んで研究費の支給を行った。契約に関わり関係者
のご協力を得られて順調に研究が進められていることに感謝
を述べさせて頂き，2年後の部会報告で誇れる成果を発表で
きるように努力させて頂きます。
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